
  

 

 

今年度の中予地区研修会では、マタニティー・コーディネーター、出産育児環境研究会代表、写真

家として長年幅広くご活躍されている菊池栄（きくちさかえ）先生にご登壇いただくことになりまし

た。現在のパンデミック時代における出産環境の現状と、助産師としてどのような役割が求められる

のかをお話しいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加料：会員 1,500 円、非会員 ３,000 円、学生 500 円 

事前資料：開催数日前にダウンロード可能な URLをご案内します。 

 

【申し込み方法】 

＊以下のURL または右のQRコードよりお申込みください。 

 お申込み用の peatixのサイトに繋がります。 

未登録の方は、登録してお申込みください。 

 

  https://peatix.com/event/3066024/view 

 

＊申し込み締め切りは、11 月 12日（金）です。 

   

＊本研修は、CLoCMiP®レベルⅢ認証申請に利用可能です。 

・「ウィメンズヘルスケア能力：ウィメンズヘルスケアに関する研修」 

・2022年以降の要件の「選択研修」 

 

【研修についてのお問い合わせ先】 

  お申込み等についてご不明な点がありましたら、以下までご連絡ください。 

m-nagae@uhe.ac.jp（研修担当：永山真弓） 

令和 3 年度 愛媛助産師会 中予地区研修会のご案内 

日時：令和 3 年 11月 13 日（土）14：00～16：00 

研修方法：Zoom によるオンライン研修（同時双方向） 

     ＊研修当日の録画を、11 月 21日（日）から 2週間、オンデマンド配信予定 

テーマ：「パンデミック時代の出産育児環境と助産師の役割」 

講師：菊地 栄（きくちさかえ）先生 https://www.sakaekikuchi.com 

    （プロフィール） 

立教大学大学院兼任講師。専門はリプロダクション、ジェンダー。 

博士（社会デザイン学）。社会デザイン学会常任理事。 

出産育児環境研究会代表。星ノ杜YOGA主宰。写真家。 

マタニティ・コーディネーターとして、27年間に渡りマタニティ・クラスを主宰していた。 

「いいお産の日」第一回 1994年実行委員長。お産のネットワーク「REBORN」立ち上げスタッフ。 

48歳で大学院に入学。修了後、衆議院議員（法務大臣）の政策秘書を勤める。 

現代は八ヶ岳山麓在住。オンラインで大学や世界各地とつながっている。 

    （著書） 

「世界お産 生まれやすい国ニッポンへ！」二見書房 2019 

DVDbook「みんなのお産」現代書館 2014 

「マタニティ YOGA」現代書館 2006  

「イブの出産、アダムの誕生」農文協 1996 ほか 

共著 「日本の子産み子育て」医学書院 2016ほか 

 

https://peatix.com/event/3066024/view
https://www.sakaekikuchi.com/

